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国
⑦
頤
①
］
は
そ
の
世
界
史
の
哲
學
亀
匡
つ
め
。
で
｝
〕
篇
１
⑦
壗
言
島
‘
ぬ
①
め
◎
嵐
。
一
〕
鳶
）
目
印
・
雪
、
〕
望
、
》
自
侭
．
ぐ
．
⑦
、
冒
閉
目
》

哩
画
具
こ
の
中
に
於
て
、
支
那
史
観
を
述
べ
て
左
の
如
く
云
っ
て
ゐ
る
。

『
吾
人
は
、
吾
人
が
古
代
に
於
て
知
っ
て
ゐ
に
ご
全
く
側
一
の
（
支
那
ざ
い
ふ
）
岡
家
が
今
日
吾
人
の
眼
前
に
何
ら
の

勺

愛
化
も
受
け
ず
に
幟
然
さ
し
て
存
在
し
て
ゐ
る
郡
愛
を
祀
る
。
だ
か
ら
支
那
は
本
來
何
ら
の
歴
史
を
も
有
っ
て
ゐ
な
い
こ

℃
Ｕ
℃

さ
に
な
る
。
印
度
も
支
那
も
一
様
に
、
そ
れ
ら
の
結
合
に
依
っ
て
の
み
姑
め
て
活
溌
な
る
進
歩
が
か
ち
得
ら
る
土
布
の
似

、
、
ロ
、

定
さ
し
て
、
今
術
世
界
史
の
圏
外
に
立
っ
て
ゐ
る
。
』

ざ
、
《
之
は
彼
の
考
に
よ
れ
ば
、
支
那
人
の
生
活
状
態
が
全
慨
か
ら
見
て
、
そ
の
就
命
皿
組
織
に
も
政
治
形
態
に
も
文
化
の

性
質
に
も
、
時
代
の
愛
遥
に
作
ふ
て
歴
史
的
發
展
性
が
認
め
ら
れ
な
い
。
換
一
一
一
吋
す
れ
ば
支
那
の
祗
祢
刷
剛
家
は
永
逵
に
同
定

凝
滞
し
て
毫
も
之
に
進
歩
發
展
性
が
認
め
ら
れ
な
い
。
從
っ
て
之
色
同
様
の
境
遇
に
立
て
る
印
度
己
共
に
一
時
的
の
歴
史

”
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過
程
直
し
て
今
尚
依
然
さ
し
て
世
界
史
の
圏
外
に
立
っ
て
之
に
笹
去
り
を
喫
は
さ
れ
て
ゐ
る
さ
の
見
方
に
基
づ
く
も
の
の

①

●

や
う
で
あ
る
。
国
凋
巴
は
彼
が
世
界
史
の
對
象
の
中
心
こ
し
て
ゐ
る
職
米
人
の
生
活
内
容
が
文
化
の
發
展
に
作
ふ
て
絶
え

Ｄ

か
歴
史
的
に
大
な
る
鍵
化
發
展
を
閲
し
て
來
泥
も
の
ご
考
え
て
を
る
の
で
東
洋
の
斌
称
を
之
ざ
比
較
し
て
か
上
る
大
鵬
な

る
意
見
を
立
て
に
も
の
さ
・
思
は
れ
る
が
元
よ
り
愛
俄
の
見
解
で
は
な
い
。

次
に
罵
巳
６
も
亦
之
さ
略
凌
類
似
の
意
見
を
抱
い
て
ゐ
た
や
う
で
あ
る
。
彼
に
擦
れ
ば
、
『
祉
界
史
の
槻
察
の
對
象
さ

キ
ホ
レ
ー
ベ
ン
ス
ク
ヲ
イ
ゼ

な
り
得
る
団
民
は
、
彼
等
の
岡
有
の
雁
史
的
發
展
に
曲
っ
て
互
に
競
ひ
合
ふ
さ
共
に
そ
れ
ら
の
生
活
圏
が
祁
互
に
切
合

ク
ル
ツ
ー
ル
ウ
ヱ
ル
ド
ツ
ー
ザ
メ
ン
ゲ
フ
ロ
ー
セ
ン

っ
て
（
交
錯
し
て
）
そ
れ
ら
が
経
に
は
一
つ
の
特
殊
な
統
一
的
の
文
化
枇
界
に
合
流
し
て
仕
無
尋
己
い
ふ
状
態
に

あ
る
閏
民
の
み
が
世
界
史
に
加
入
す
る
賓
格
を
有
つ
』
ご
云
っ
て
を
る
。
而
し
て
塚
鼻
①
は
東
洋
比
族
を
以
て
永
遠
に

凝
滞
せ
る
民
族
（
＆
①
冨
弄
胃
号
の
⑦
尹
畠
の
自
切
筐
の
冨
且
の
い
）
即
、
永
劫
に
進
歩
な
・
き
氏
族
で
あ
る
ご
な
し
、
斯
か
る
民
族

か
ら
世
界
史
の
内
面
的
運
動
を
把
握
せ
ん
”
こ
す
る
こ
ざ
は
（
巨
日
島
。
言
冒
①
獄
の
罵
雪
凋
匡
眉
号
壗
言
。
肩
の
の
。
嵐
。
胃
。
員

冨
旧
島
ｇ
）
到
底
不
可
能
の
郡
に
脇
す
る
母
」
云
ひ
、
結
局
国
凋
昌
ゞ
と
Ⅲ
様
に
東
洋
比
族
は
移
し
難
い
、
内
而
的
（
糀
祁

的
）
に
硬
化
せ
る
集
関
（
ご
昌
罰
の
『
具
。
与
胃
の
〕
ご
旨
良
旦
〕
の
国
凰
①
旨
色
の
”
①
国
）
で
永
遠
に
一
所
に
沈
離
せ
る
民
族
で
あ
る
か

ら
世
界
史
の
生
活
潮
流
（
胃
一
〕
ｇ
の
弓
。
目
の
：
筒
言
。
屑
の
の
。
罠
。
言
”
）
の
圏
外
に
取
鍔
さ
れ
た
集
剛
に
す
ぎ
な
い
さ
し
て
ゐ

る
。
（
詞
曽
時
①
》
づ
げ
一
橘
①
の
。
匡
○
胃
①
》
弓
凰
』
胃
）
忌
弓
里
』
胃
目
〕
厨
ご
畠
目
）
閑
・
）

珀

併
な
が
ら
国
の
魁
や
塚
三
＄
時
代
は
、
幟
洲
に
於
て
は
、
未
だ
東
洋
単
の
研
究
が
充
分
に
發
逹
せ
ず
、
從
て
彼
等
に

・
は
東
洋
文
化
の
性
既
は
勿
論
、
そ
の
朧
史
的
發
展
性
に
對
す
る
認
識
が
全
然
継
げ
て
ゐ
に
爲
に
斯
か
る
根
携
の
な
い
謬
論
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支
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古
代
史
の
一
籾
察
二
一
二
〈

℃
ｂ
℃

て
ゐ
る
の
は
女
那
の
太
古
に
厩
系
制
の
行
は
れ
た
名
残
で
あ
ら
う
と
す
る
躍
若
も
あ
る
。

而
し
て
之
等
各
姓
部
長
の
主
宰
す
る
祭
祀
の
對
象
は
天
祁
さ
肌
雛
琶
で
後
世
の
支
那
帝
王
が
閏
家
並
大
の
年
中
行
事
ざ

し
て
行
ふ
組
先
を
天
（
皇
天
上
帝
）
に
配
祀
す
る
の
は
速
く
そ
の
淵
源
を
此
虚
に
發
し
て
を
る
。
殊
に
各
部
落
で
は
そ
の

共
同
の
租
先
に
對
し
て
絶
大
の
畏
敬
ご
信
仰
ざ
を
有
し
、
そ
の
祭
祀
は
全
部
落
の
一
大
行
事
さ
し
て
妓
も
祁
聖
厳
荊
裡
に

執
行
さ
れ
て
ゐ
に
様
で
あ
る
。
仙
蓮
の
進
歩
ご
共
に
氏
族
制
が
分
解
し
て
家
族
制
さ
な
る
が
、
後
に
發
逹
し
た
支
那
家
族

マ
ー
ネ
ス

制
度
の
根
抵
に
横
は
れ
る
漢
族
の
祁
先
崇
拝
や
汕
鯉
畏
敬
の
宗
教
的
観
念
は
既
に
此
の
時
代
に
由
來
淵
源
を
有
す
る
も
の

マ
ー
ネ
ン
ク
ル
ツ
ス

で
、
父
母
に
對
す
る
孝
逝
が
漢
族
の
主
徳
さ
な
っ
た
所
以
も
元
交
此
の
道
徳
が
肌
娘
崇
拝
に
基
礎
を
有
す
る
が
故
で
、
族

長
や
家
長
は
各
旦
祭
祀
椎
を
統
べ
て
事
変
上
共
同
の
租
先
を
代
表
す
る
新
で
あ
る
か
ら
子
孫
子
弟
は
之
に
孝
迩
を
識
す
の

義
務
が
あ
っ
化
。
然
る
に
氏
族
制
の
瓦
解
ご
共
に
族
長
に
對
す
る
道
徳
は
家
族
制
度
時
代
に
は
一
稗
し
て
父
母
家
長
に
對

す
る
主
徳
さ
な
っ
た
も
の
で
、
父
母
家
長
は
旭
先
及
び
そ
の
嬢
魂
を
代
表
せ
る
薪
な
る
が
故
に
孝
道
は
殆
ざ
川
聖
不
可
侵

の
宗
教
的
意
義
を
有
つ
迩
徳
ど
」
し
て
後
枇
の
支
那
就
會
で
厳
守
さ
れ
る
や
う
に
な
っ
た
新
で
あ
る
。
（
之
も
復
古
主
義
の

儒
家
の
徒
が
孝
經
な
ざ
を
製
作
し
て
之
を
弧
調
鼓
吹
し
、
歴
代
の
政
治
的
椛
力
や
牡
・
御
的
統
制
に
由
て
一
般
國
民
に
弧
要

し
た
爲
め
、
祗
御
が
進
化
し
、
家
族
制
度
が
個
人
主
義
に
瓦
解
し
て
蜜
際
上
か
上
る
迩
徳
が
祓
衡
生
活
上
さ
し
て
亜
さ
を

爲
さ
ぬ
時
代
ご
な
っ
て
も
依
然
支
那
の
祗
獅
で
は
惰
力
的
に
之
が
根
強
い
力
を
有
つ
や
う
に
な
っ
た
も
の
で
は
な
か
ら
う

か
）
。
楮
か
ｉ
る
共
同
の
祭
祀
剛
繼
仁
る
漢
族
の
同
姓
部
落
の
人
口
が
次
第
に
膨
脹
繁
殖
す
る
こ
ざ
に
な
る
直
此
に
部
族

の
分
裂
作
用
が
起
り
、
一
姓
の
部
落
か
ら
幾
多
の
支
族
が
岐
か
れ
、
之
等
の
各
Ｉ
に
そ
れ
人
、
特
殊
の
名
稲
が
與
え
ら
る

1

‐



。
。

Ｌ
こ
ざ
に
な
っ
て
來
る
。
之
が
氏
の
起
源
で
一
姓
か
ら
数
十
両
氏
が
分
岐
し
へ
更
に
進
ん
で
は
此
等
の
氏
か
ら
数
多
の
族

が
分
岐
す
る
こ
さ
に
な
る
の
で
あ
る
。
斯
く
て

漢
族
部
落
（
諸
夏
）
．
．
…
・
姓
↓
氏
↓
族
↓
家
↓
仙
人

。
、

遇
い
ふ
具
合
に
部
落
が
分
化
し
て
行
っ
た
も
の
で
あ
ら
う
。
而
し
て
之
等
の
諸
夏
（
中
夏
）
さ
糯
す
る
黄
河
流
域
の
漢
族

◎
、

部
落
の
總
合
艘
か
ら
中
國
ざ
い
ふ
支
那
人
の
悶
家
が
發
展
し
て
來
仁
も
の
直
考
え
る
。

次
に
彼
等
の
國
家
發
生
の
過
程
を
観
る
に
一
姓
一
部
族
の
發
展
に
件
ふ
て
術
然
領
土
の
開
拓
ざ
か
他
部
落
の
併
呑
ご
か

い
ふ
こ
ぐ
」
が
行
は
れ
る
。
か
く
し
て
或
一
姓
一
部
落
の
急
激
な
る
發
展
に
作
ふ
て
幹
支
雨
族
の
關
係
が
次
鋪
に
疏
速
に
な

る
傾
向
を
生
ず
る
。
殊
に
征
服
に
依
て
其
の
團
総
の
中
に
多
数
の
異
姓
や
他
部
族
を
包
括
す
る
こ
き
に
な
る
ざ
同
一
血
族

同
一
祭
祀
関
電
乙
い
ふ
概
念
が
次
鯆
に
稀
薄
化
し
て
來
ろ
。
換
言
す
れ
ば
同
一
血
族
ざ
い
ふ
自
晃
に
依
る
求
心
力
（
？
。
鼠

胃
冨
ご
ｏ
の
）
・
が
弛
ん
で
來
る
。
つ
ま
り
外
延
（
園
冨
昌
。
目
）
が
擴
大
す
る
に
作
ふ
て
内
包
角
貝
の
目
。
旨
）
が
之
に
比
例
し

て
減
縮
す
る
ご
い
ふ
論
理
學
的
法
則
が
此
に
も
働
い
て
來
る
こ
さ
に
な
る
。
価
て
か
出
る
剛
艘
は
い
つ
し
か
血
族
中
心
の

０
０
０
Ｏ

老
を
棄
て
Ｌ
彼
等
の
占
領
し
た
る
土
地
を
中
心
さ
し
て
結
合
せ
ん
ざ
す
る
傾
向
を
生
ず
る
。
換
言
す
れ
ば
血
族
削
機
が
次

○
０
０
０

節
に
崩
壊
し
て
之
に
代
っ
て
地
域
叫
髄
の
發
生
を
促
す
こ
己
に
な
る
。
此
に
於
て
か
同
一
血
族
か
ら
成
る
『
人
』
を
中
心

さ
せ
る
邑
土
的
氏
族
剛
家
は
次
節
に
『
土
地
』
を
中
心
ざ
す
る
比
較
的
脹
汎
に
し
て
内
容
の
複
雑
な
る
封
建
叫
家
に
推
移

す
る
こ
〆
に
な
る
の
で
あ
る
。
而
し
て
か
ｌ
ろ
推
移
の
飛
大
な
る
原
因
の
一
は
云
ふ
ま
で
も
な
く
彼
等
の
經
濟
生
活
の
發

展
に
本
づ
く
も
の
で
あ
る
。
氏
族
団
家
時
代
は
各
部
族
の
有
す
る
土
地
牧
場
も
狭
く
、
被
征
服
新
た
る
奴
隷
の
外
は
概
匁

支
那
古
代
史
の
一
籾
裟
二
一
七
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支
那
古
代
史
の
・
一
槻
察
一
三
八

脚
姓
の
部
民
を
中
心
こ
せ
る
比
較
的
小
規
桃
の
Ⅲ
髄
に
過
ぎ
な
か
っ
た
も
の
が
、
封
建
剛
家
の
構
成
要
素
は
異
姓
他
族
の

部
民
が
大
部
分
を
占
め
る
こ
き
に
な
る
か
ら
そ
れ
ら
大
雄
剛
の
生
敏
ぜ
維
持
せ
ん
が
偏
に
は
勢
庇
大
な
る
土
地
の
占
有
利

川
が
必
要
に
な
る
の
で
此
に
必
然
的
に
狩
職
や
牧
帝
の
如
き
原
始
素
朴
的
な
小
規
模
の
生
産
形
態
か
ら
一
郷
し
て
規
模
組

織
共
に
一
段
進
ん
だ
農
業
生
産
の
時
代
に
移
り
行
き
、
同
時
に
叉
内
容
の
複
雑
し
た
剛
慨
を
統
御
す
る
鰯
め
に
必
然
的
に

比
較
的
組
織
立
っ
た
國
家
統
流
の
制
度
法
律
が
生
れ
來
り
て
此
に
始
め
て
法
淌
岡
家
の
態
形
が
成
立
す
る
の
で
あ
る
。
支

那
史
上
で
か
上
る
時
代
を
求
む
る
な
ら
ば
恐
ら
く
商
（
股
）
末
か
ら
周
初
に
か
け
た
西
紀
前
十
枇
紀
の
後
半
唖
と
な
ら
う

（
現
行
年
表
が
前
士
一
枇
紀
末
に
間
初
を
世
く
は
課
で
あ
る
）
・
從
て
之
よ
り
以
前
の
時
代
は
政
治
上
に
は
部
落
國
家
時

代
で
夏
琶
い
ひ
商
ご
い
ふ
も
僅
に
河
東
や
河
内
の
一
部
に
踊
蹄
し
て
そ
の
周
遥
の
若
干
部
落
を
併
合
し
た
地
方
的
の
一
小

勢
力
に
過
ぎ
ず
尚
書
の
岡
宜
に
見
え
た
様
な
礎
範
困
に
一
面
一
る
一
大
剛
家
上
は
到
底
認
め
難
い
・

從
來
奮
派
の
支
那
史
家
や
洩
皐
粁
流
は
圃
初
笹
以
て
支
那
に
於
け
る
一
大
統
一
の
封
建
幽
家
成
立
の
時
代
こ
な
し
其
の

領
土
は
少
く
さ
・
も
河
江
の
全
土
に
一
日
一
り
、
諦
侯
を
之
等
の
各
地
に
分
封
し
て
王
室
の
藩
屏
ご
な
し
、
周
鯉
ざ
稲
す
る
立
派

な
制
度
を
創
め
て
後
枇
支
那
に
剛
家
統
治
の
模
範
を
垂
れ
に
や
う
に
考
え
て
ゐ
る
の
で
あ
る
が
、
之
等
は
い
つ
れ
も
洩
代

の
儒
蒋
が
机
上
で
樫
ね
上
げ
、
彼
等
の
脳
裡
に
描
い
て
ゐ
た
架
室
の
剛
家
形
態
で
假
令
か
Ｌ
ろ
机
上
岡
家
の
詞
碕
目
①
が

後
世
の
支
那
政
治
思
想
に
與
へ
た
偉
大
な
る
影
響
は
之
を
認
め
な
い
課
に
ゆ
か
な
い
さ
し
て
も
、
そ
れ
は
躯
に
９
房
口
が

、
①
旨
を
支
配
し
た
ご
い
ふ
一
種
の
愛
態
的
現
象
で
あ
っ
て
到
底
歴
史
上
の
事
蛮
ざ
し
て
認
容
す
る
こ
こ
は
肌
來
な
い
・

現
に
尚
書
・
春
秋
經
悠
剛
話
ど
始
め
閥
策
・
史
記
な
ぎ
に
見
る
も
間
初
の
封
建
制
度
ご
稲
す
る
も
の
は
蛮
斑
上
夏
商

■
■
■
ヨ
ー
ｄ
ｊ
ｑ
凸
日

砂

、



時
代
の
氏
族
國
家
Ｕ
一
族
分
世
分
建
切
制
度
ご
何
ら
樺
ぶ
虚
は
な
く
、
西
洋
中
世
紀
や
我
が
閏
近
世
期
の
封
建
制
度
ざ
は

蜜
に
雲
泥
の
相
逮
が
あ
る
こ
さ
を
注
意
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
史
記
や
左
傳
の
記
す
虚
に
よ
る
ご
周
初
の
封
建
諸
侯
は
管
（
叔

鮮
）
。
察
（
叔
度
）
。
曹
（
叔
振
鐸
）
。
雀
（
叔
庭
）
。
成
（
武
）
・
魯
（
周
公
伯
禽
）
。
畢
（
叔
高
）
・
燕
（
叔
爽
）
・
術
（
庚
叔
）
．
晋

ゼ
ン
キ

（
店
叔
虞
）
・
丹
（
叔
季
戦
）
な
ぎ
の
吋
姓
の
外
は
僅
に
齊
（
太
公
望
呂
術
・
姜
姓
）
・
杷
（
夏
後
・
東
典
公
）
・
陳
（
媛
舜

後
・
胡
公
）
・
商
（
微
啓
）
の
凹
姓
に
過
ぎ
ず
、
欝
時
の
封
建
諸
侯
は
殆
さ
周
の
同
姓
が
そ
の
大
部
分
を
占
め
、
異
姓
ご
し

て
は
周
初
の
功
臣
に
し
て
歴
代
そ
の
外
戚
た
る
姜
姓
の
太
公
望
呂
術
の
外
は
前
朝
の
皮
舜
・
夏
・
商
の
性
に
三
内
家
に
過

ざ
な
い
こ
さ
に
な
っ
て
ゐ
る
。

註
樹
時
に
於
け
る
脚
王
朝
の
姫
姓
の
外
戚
は
概
ね
太
公
望
の
同
族
養
姓
か
ら
出
て
ゐ
る
こ
と
、
術
我
が
剛
平
突
朝
の
皇
室
と
藤
原
氏

と
の
關
係
に
防
佛
し
て
ゐ
る
即
ち
、

周
王
室
一
錘
鋤
品
榊
》
瞬
郵
姉
辨
や
鋤
一
十
の
恐
）

タ
ン
ポ

（
姫
姓
）
○厩
蕊
無
皿
曄
灘
〕

の
皇
如

○

一
癖
ヨ
瘤
》
『
州
伸
》
型
一
一

姫
姓

一
穆
嘩
（
魯
穴
公
夫
人
）

ゞ
川
姜
（
魯
丈
公
夫
人
）
、

支
那
古
代
史
の
一
籾
察

■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
ｐ
Ｋ
ｂ
８
Ｉ
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九
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I

斯
様
に
見
來
る
時
は
周
初
の
封
建
制
度
な
る
も
の
は
、
そ
の
地
域
も
僅
に
茜
河
下
流
域
の
河
南
・
山
東
・
山
西
の
そ
れ

人
、
一
部
ご
渭
水
（
黄
河
支
流
）
流
域
の
映
西
の
一
部
だ
け
に
限
ら
れ
、
そ
の
分
封
の
諸
侯
の
如
き
も
前
代
の
地
方
的
統

一
勢
力
た
る
虞
・
夏
・
商
な
ぎ
の
外
は
殆
ざ
同
族
を
以
て
占
め
ら
れ
て
ゐ
た
や
う
で
あ
る
。
（
召
公
叔
爽
の
封
地
は
北
燕

即
今
の
河
北
省
の
北
部
北
京
天
津
な
ぎ
を
中
心
さ
せ
る
地
域
で
は
な
く
、
事
奮
は
河
北
橘
南
部
の
南
燕
で
あ
っ
た
ら
し
い

が
、
之
き
て
も
歴
史
的
に
は
そ
の
嵐
憶
の
程
が
判
然
し
な
い
。
）
斯
の
如
く
見
來
る
さ
支
那
の
封
建
制
度
の
統
一
岡
家
が
周

初
に
始
ま
る
ざ
の
奮
説
は
；
一
大
修
正
を
必
要
さ
す
る
。
即
周
初
の
封
建
制
な
る
も
の
は
夏
商
の
氏
族
制
時
代
の
支
族
分
建

の
制
度
ご
次
代
の
純
封
建
制
度
ざ
の
中
間
・
過
渡
的
の
胃
、
目
の
に
過
ぎ
な
い
。
換
言
す
れ
ば
そ
れ
は
血
族
的
氏
族
団
家

さ
地
域
的
封
建
的
國
家
直
の
過
渡
期
に
暁
す
る
も
の
さ
見
て
差
支
な
い
。
．

併
し
な
が
ら
此
の
時
代
ま
で
に
黄
河
流
域
の
漢
族
剛
罷
た
る
諸
夏
の
諸
部
族
は
大
鴨
に
於
て
周
族
ご
い
ふ
一
大
勢
力
に

統
一
さ
れ
て
之
か
ら
進
ん
で
周
園
の
異
族
の
併
呑
同
化
に
ま
で
伸
展
す
る
ざ
い
ふ
形
勢
に
進
ん
で
ゐ
に
。
だ
か
ら
之
を
以

て
漢
族
の
第
一
期
の
發
展
時
代
（
漢
族
結
成
時
代
）
さ
見
て
差
支
な
か
ら
う
。

支
那
古
代
史
の
一
槻
察
一
川
○

印
、
之
に
撫
る
と
朋
武
王
が
太
公
望
を
飴
め
て
齊
偏
封
延
し
た
と
仰
ふ
る
も
小
変
は
彼
太
公
望
は
既
に
迩
祁
以
来
山
東
に
搬
っ
て
濟

を
彼
称
し
て
居
り
、
周
の
勃
興
以
前
か
ら
刑
と
外
戚
關
係
に
立
っ
て
ゐ
た
眼
跡
が
認
め
ら
る
上
か
ら
、
或
は
周
武
王
の
哉
河
流
域
の

諸
里
の
統
一
昨
代
に
は
之
と
協
力
し
て
束
閥
雨
方
而
か
ら
周
と
聯
合
し
て
商
朝
を
滅
ぼ
し
た
と
い
ふ
形
跡
が
兄
ら
る
上
。

ｊ
一
一
一

Ｆ
、
⑪

’
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～
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以
上
述
べ
る
虚
に
依
て
見
る
亡
訓
ゆ
る
諸
夏
若
く
は
中
夏
さ
呼
ば
れ
た
黄
河
流
域
の
漢
族
の
中
に
も
夏
族
（
河
東
族
）

商
族
（
河
内
族
）
周
族
（
關
中
族
）
等
友
さ
各
凌
共
の
起
源
や
發
鮮
を
異
に
し
從
て
亦
多
少
そ
の
系
統
を
異
に
せ
る
多
数

の
漢
族
が
群
立
し
て
そ
れ
ら
が
次
糞
に
夏
商
間
の
諸
族
に
よ
っ
て
併
合
統
一
せ
ら
れ
融
合
同
化
を
經
一
Ｌ
も
の
で
而
も
そ
の

℃
ｂ
ｂ
ｂ
Ｂ
、

過
程
は
同
を
經
る
毎
に
（
夏
よ
り
商
商
よ
り
周
へ
ご
）
よ
り
大
規
棋
に
行
は
れ
に
も
の
ら
し
い
。
さ
れ
ば
之
等
の
漢
族

は
少
く
ざ
も
西
周
初
期
（
前
十
世
紀
後
半
）
に
到
る
ま
で
に
は
幾
多
異
性
諸
部
落
の
併
合
同
化
に
由
て
祁
糊
範
囲
も
庇
く

ヒ
ス
ト
ー
リ
カ
ル
・
レ
ー
ス

内
容
も
複
雑
し
た
歴
史
的
民
族
を
形
成
し
て
ゐ
に
も
の
で
あ
る
。
而
し
て
之
等
の
漢
族
は
周
初
に
自
己
種
族
（
諸
夏
）
の

包
合
統
一
が
略
Ｋ
緒
に
就
く
ざ
共
に
更
に
周
園
の
鍵
夷
戎
狄
の
經
略
に
蒲
手
し
始
め
西
紀
前
八
世
紀
年
頃
（
即
春
秋
時
代

の
初
唾
）
か
ら
次
第
に
山
東
の
漢
族
（
齊
）
は
東
夷
を
作
せ
、
山
西
・
河
北
の
そ
れ
（
晋
・
燕
）
は
北
狄
を
併
合
し
、
映

四
（
案
）
の
も
の
は
西
戎
を
平
げ
、
そ
の
他
河
南
の
漢
族
（
鄭
・
陳
等
）
も
亦
夫
〃
桑
共
の
境
上
の
夷
狄
を
征
服
し
て
此
に

漢
族
は
更
に
益
且
外
部
的
に
膨
脹
發
展
す
る
ざ
共
に
、
内
部
的
要
素
も
次
第
に
複
雑
の
度
を
増
し
來
り
、
そ
の
結
果
、
彼

等
漢
族
の
献
命
邸
は
内
外
物
心
の
雨
方
面
に
一
口
一
っ
て
全
面
的
に
前
代
に
比
し
て
格
段
の
進
巌
ど
遂
げ
↑
卜
こ
ざ
は
巾
す
ま
で
も

な
い
0

謹
三
乏
は
優
生
準
（
同
ロ
涌
口
評
。
巴
上
か
ら
凡
て
も
異
姓
と
の
結
合
が
同
姓
と
の
結
合
に
催
る
如
く
一
民
族
は
多
く
の
他
の
乢
族
と
の

雑
然
同
化
に
囚
て
益
を
内
部
的
に
複
雑
化
し
、
そ
れ
丈
け
に
全
般
的
に
進
化
す
る
も
の
で
あ
る
。
概
し
て
異
民
族
と
の
接
鯛
の
機
愈

に
悪
ま
れ
た
大
陸
の
民
族
が
孤
立
的
な
烏
噸
民
族
に
比
壷
へ
て
開
化
の
程
度
が
迅
速
で
尚
度
で
あ
る
の
は
か
里
る
陳
側
に
韮
く
も
の
と

恩
は
れ
る
。
仙
他
比
族
と
の
接
鯛
紡
合
を
脳
を
繰
返
し
て
ゐ
る
と
其
の
民
族
に
問
称
の
ｚ
昌
○
自
営
計
算
を
喪
失
す
る
帆
が
あ
る
。

之
は
外
延
（
両
×
蔚
口
巴
○
巳
は
内
包
口
鼻
⑦
ロ
巴
○
巳
に
反
比
例
す
る
が
蝿
め
で
あ
る
。
・

支
那
古
代
史
の
一
狐
裟
一
四
一

1

I



、
春
秋
約
二
百
五
十
年
間
は
一
言
に
し
て
掩
ふ
へ
ぱ
諸
夏
の
漢
族
が
之
等
周
園
の
夷
狄
を
併
呑
融
合
し
た
時
代
ざ
い
ひ
得

る
。
而
し
て
之
等
異
族
ざ
の
融
合
に
は
併
呑
攻
略
の
外
に
夏
夷
の
雑
婚
が
偉
大
な
効
果
を
有
っ
て
彩
る
。
．

支
那
古
代
史
の
一
狐
察
一
凹
二

謹
三
）
左
仰
に
散
見
す
る
赤
秋
岬
代
の
漢
族
の
周
剛
や
そ
の
擁
上
に
搾
れ
る
異
比
族
は
大
概
下
の
如
く
で
あ
る
。
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1． 一

上
注
は
僅
に
左
氏
國
諦
な
ざ
に
散
見
し
淀
る
群
名
な
る
一
三
の
例
に
過
ぎ
な
い
が
、
此
の
外
、
辮
仙
時
の
書
記
に
洩
れ
に

る
貴
賎
上
下
の
雑
婚
の
例
は
恐
ら
く
吾
人
の
想
像
の
外
で
あ
ら
う
。

斯
様
に
春
秋
時
代
の
諸
夏
の
瀧
族
は
周
の
封
建
制
度
下
に
幾
多
の
諦
侯
封
君
に
分
れ
て
瓦
に
抗
争
佼
伐
を
事
ざ
し
乍
ら

同
時
に
間
園
の
異
族
を
併
呑
同
化
し
て
前
代
よ
り
も
彼
等
の
祗
命
肌
は
内
外
Ⅷ
方
而
に
於
て
一
段
の
飛
躍
的
進
歩
を
遂
げ

龍
。 謹

今
共
の
夏
爽
雑
蛎
の
著
例
を
眼
げ
る
。

支
那
古
代
史
の
一
堀
楽
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し
な
か
っ
た
が
爲
め
に
勢
、
吸
大
な
る
諸
侯
（
覇
者
）
が
王
命
を
薪
り
て
群
侯
を
糾
合
し
て
内
は
相
互
の
侵
略
を
戒
め
、

外
は
夷
狄
の
來
遥
に
備
え
諸
夏
の
結
束
ざ
統
一
琶
防
術
琶
を
剛
つ
仁
も
の
に
外
な
ら
ぬ
。
然
る
に
覇
者
は
猫
、
黄
河
流
域

の
諸
夏
の
諸
族
の
範
園
門
に
限
ら
れ
て
當
時
周
朝
の
封
建
制
度
の
圏
外
に
立
て
る
揚
子
江
流
域
の
荊
鍾
族
に
は
及
ば
な
か

支
那
古
代
史
の
一
糎
察
一
門
川

さ
て
斯
の
如
く
黄
河
流
域
の
洩
族
の
集
凹
（
諸
夏
）
が
楜
族
を
中
心
ざ
す
る
封
建
制
度
下
に
一
つ
の
統
一
岡
家
い
糊
裁

を
爲
し
て
周
囲
異
民
族
の
併
呑
融
合
に
努
め
て
ゐ
る
間
に
、
一
方
南
方
揚
子
江
流
域
に
壁
Ｌ
は
荊
鍍
即
ち
荊
楚
族
が
勃
興

し
て
大
江
の
流
域
を
統
一
同
化
し
て
問
有
の
文
化
圏
を
形
成
し
北
方
諦
夏
の
漢
族
ざ
對
立
抗
争
す
る
こ
ざ
に
な
っ
た
。
‐
支

那
史
上
の
春
秋
時
代
は
漢
族
が
内
部
的
に
は
周
囲
境
上
の
異
民
族
今
笹
併
合
同
化
す
る
、
迫
共
に
對
外
的
に
は
南
方
荊
楚
族
さ

對
抗
競
争
に
没
頭
し
た
時
代
で
、
覇
者
の
雄
重
要
の
使
命
は
一
に
南
方
荊
楚
族
に
對
す
る
北
方
洩
族
文
化
圏
（
謝
夏
）
を

防
衞
す
る
こ
き
に
あ
っ
た
ご
い
ふ
も
過
言
で
は
な
い
。

從
來
奮
派
の
支
那
史
家
は
春
秋
時
代
の
十
二
若
く
は
十
Ⅲ
列
弧
中
（
前
者
は
漢
族
諸
侯
に
楚
を
加
へ
、
後
考
は
之
に
呉

・
越
を
加
え
る
）
南
方
民
族
今
笹
以
て
諸
夏
『
こ
同
じ
く
周
朝
の
統
制
下
に
立
て
る
封
建
諸
侯
ご
見
て
ゐ
る
の
で
あ
る
が
之
は

糊
時
周
朝
（
從
て
漢
族
）
の
勢
力
の
狸
大
な
る
こ
ざ
を
誇
張
せ
ん
ざ
す
る
支
那
古
代
史
家
の
謬
見
に
誤
ら
れ
た
も
の
で
取

で

る
に
足
ら
な
い
妄
見
で
あ
る
。

氏
族
制
か
ら
發
展
し
來
つ
に
周
の
封
建
制
度
は
東
西
間
の
交
巷
期
（
前
八
世
紀
前
半
）
の
頭
に
略
’
共
の
基
礎
が
築
き

上
げ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
赤
秋
中
期
以
後
に
な
る
ざ
周
の
封
建
下
に
立
て
る
諾
侯
の
國
力
が
次
第
に
發
展
し
て
経
に

周
王
朝
は
尾
大
不
揮
の
形
勢
を
呈
し
此
に
新
政
の
勃
興
を
促
し
た
。
そ
れ
は
周
王
朝
の
勢
力
が
諸
夏
の
謙
侯
の
冊
に
徹
底

『
■
■
『
】



、

南
方
楚
の
歴
史
は
史
記
を
始
め
國
語
・
春
秋
左
傅
な
ざ
に
散
見
し
、
就
中
史
記
に
は
楚
の
祀
先
の
發
源
か
ら
説
き
起
し

叉
春
秋
經
傳
に
は
周
砿
王
十
三
年
（
西
紀
前
六
八
四
）
か
ら
説
き
出
し
、
幽
諦
に
は
楚
旅
王
（
両
紀
前
六
一
三
’
五
九
こ

セ
シ
ギ
コ
ク

か
ら
説
き
始
め
て
を
る
が
、
史
記
に
は
楚
の
祀
先
を
帝
纈
頭
か
ら
出
で
、
間
成
王
か
ら
諸
侯
に
封
ぜ
ら
れ
に
な
ぎ
云
ふ
こ

さ
を
記
し
て
を
る
。
之
は
異
の
腿
先
が
太
仙
虞
仲
（
周
丈
王
叔
父
）
か
ら
出
た
ご
か
、
越
の
速
租
が
夏
禺
主
の
玄
孫
少
康

か
ら
州
に
な
ぎ
ご
い
ふ
こ
さ
１
類
を
同
じ
く
せ
る
も
の
で
殆
ざ
信
用
に
値
し
な
い
・

楚
の
歴
史
中
で
柑
亜
信
用
の
出
来
る
も
の
は
周
夷
王
（
武
王
よ
り
九
代
目
・
前
九
世
紀
後
半
か
）
の
時
代
に
熊
渠
が
丹
陽

（
湖
北
蹄
縣
）
に
擦
っ
て
王
號
を
取
り
近
鄭
の
諸
部
を
併
せ
北
方
の
間
朝
に
對
抗
し
て
荊
・
部
の
地
（
今
の
江
陵
か
ら
、

武
漢
に
至
る
地
方
）
に
湖
を
偶
へ
た
こ
ざ
に
始
ま
る
。
熊
渠
八
代
の
孫
熊
迩
（
武
王
）
に
至
り
南
方
百
喉
（
湘
南
玩
・
湘

“
・
ジ

ヱ
イ

流
域
）
を
平
ら
げ
、
そ
の
子
熊
箇
（
文
王
）
に
至
っ
て
始
め
て
郡
を
鄙
（
湖
北
・
江
陵
縣
）
に
移
し
て
、
北
侵
し
て
河
南

に
入
り
、
信
陽
（
周
宣
王
の
男
巾
伯
の
封
地
）
に
辿
っ
て
巾
叫
を
滅
ぼ
し
、
蕊
（
上
薬
）
哀
公
を
勝
に
し
、
江
淡
間
の
小

國
は
皆
な
之
に
畏
怖
し
仁
さ
い
は
れ
る
。
斯
く
て
北
方
諦
夏
の
地
で
は
齊
凋
公
が
澗
を
唱
へ
た
唖
（
前
七
世
紀
半
）
に
は

ウ
ン

女
王
の
子
熊
輝
（
成
王
）
は
始
め
て
周
悪
王
（
前
六
七
一
’
六
五
二
）
に
使
を
派
し
て
款
を
通
じ
た
が
、
そ
れ
に
も
係
ら

支
那
古
代
史
の
一
狐
察
一
川
五

つ
に
も
の
で
あ
る
。
春
秋
時
代
の
支
那
政
界
の
形
勢
を
通
観
す
る
に
黄
河
流
域
の
漢
族
は
揚
子
江
流
域
の
荊
鍵
族
さ
對

立
抗
争
の
勢
を
呈
し
て
、
前
者
は
名
義
上
周
宝
を
王
に
戴
け
る
北
方
の
諾
夏
を
糾
合
統
率
せ
る
齊
・
晋
諸
國
の
瑚
者
が
之

を
代
表
し
、
後
者
は
南
方
の
諸
溌
族
彩
統
一
せ
る
荊
楚
が
之
を
代
表
し
て
南
北
互
に
そ
の
雄
長
を
争
ふ
て
ゐ
に
時
代
で
ゐ

ろ
0

’
一

』
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’

支
那
古
代
史
の
一
糎
察
一
川
六

ず
減
に
北
伐
の
軍
を
進
め
て
郡
（
南
陽
縣
）
を
滅
ぼ
し
許
（
河
南
許
画
刷
縣
）
を
降
し
、
菜
（
安
徽
瀧
縣
附
近
）
を
併
は
せ
．

経
に
宋
（
河
南
商
印
）
に
佼
入
し
韮
公
を
辱
か
し
め
（
前
六
三
九
）
、
次
い
で
鄭
立
公
（
新
鄭
）
を
降
し
、
再
び
宋
芭
泓

（
河
南
柘
城
縣
）
に
戦
っ
て
変
公
を
射
て
之
を
傷
死
せ
し
め
、
か
く
て
腿
坐
王
十
九
年
（
前
六
二
三
）
に
は
魯
琶
北
同
し

て
齊
を
伐
ち
濟
北
の
地
（
穀
城
）
を
奪
取
し
て
を
る
。
史
記
に
振
る
ゞ
ご
此
醜
濟
祁
公
の
七
子
が
楚
に
亡
命
し
て
ゐ
る
か
ら

楚
は
齊
涜
公
の
殴
後
（
前
六
川
三
）
そ
の
繼
承
の
剛
に
も
干
渉
し
泥
形
跡
が
見
え
る
。

斯
く
て
楚
成
王
は
そ
の
晩
年
三
匪
宋
を
討
っ
て
却
っ
て
晋
宋
齊
の
聯
合
躯
の
鰯
め
に
城
職
（
山
東
准
縣
附
近
）
に
大
敗

レ
ウ

し
に
が
（
前
六
三
川
）
、
そ
の
子
穆
王
（
商
臣
）
が
立
つ
に
及
ん
で
安
徽
を
經
略
し
、
准
河
流
域
の
六
蓼
を
平
ら
げ
、
穆

王
の
子
莊
王
（
個
前
六
一
三
’
五
九
一
）
に
至
る
ざ
、
更
に
北
伐
車
笹
興
し
て
陳
（
河
南
准
陽
）
を
滅
ぼ
し
、
鄭
を
降

し
、
宋
に
擁
ち
、
河
南
糊
山
の
陸
揮
戎
を
亡
ぼ
し
、
周
の
郊
外
を
過
ぎ
て
そ
の
宰
臣
王
孫
獺
に
鼎
の
軽
重
を
問
ひ
（
前
六

○
六
）
、
叉
晋
ご
郷
（
河
南
鄭
縣
附
近
）
に
戦
っ
て
之
を
壌
敗
せ
し
め
（
前
五
九
七
）
、
経
に
資
力
の
上
で
は
完
全
に
揚
子

と

江
系
の
荊
識
族
が
茂
河
系
の
諾
夏
族
を
唾
倒
し
て
し
ま
っ
た
。

さ
れ
ば
髄
時
諸
夏
族
の
柵
に
興
っ
た
剥
若
の
爪
大
使
命
は
殆
ざ
南
方
荊
楚
の
使
入
を
防
い
で
中
原
諸
疾
の
統
一
Ｅ
州
結

さ
を
Ⅲ
る
黙
に
仔
し
て
ゐ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
一
誰
琶
も
兇
る
べ
さ
も
の
は
掛
洞
公
の
孵
湖
の
動
機
は
許
を
援
け
て
楚

ヱ
ン

の
北
侯
の
矛
を
脛
（
河
南
剛
城
縣
）
に
破
つ
噂
」
さ
（
前
六
五
四
）
に
あ
り
、
晋
文
公
の
覇
者
と
な
り
得
た
の
も
楚
成
王

の
北
佼
軍
を
城
准
に
畢
退
し
に
（
前
六
三
川
）
か
ら
で
あ
る
。
又
塞
拳
公
が
中
蓮
に
し
て
覇
業
を
挫
折
し
化
の
は
楚
成
王

と

の
爲
防
に
泓
で
撃
破
さ
れ
泥
が
鮪
め
で
あ
つ
に
。
此
の
外
、
春
秋
五
大
戦
の
一
に
数
え
ら
る
上
郷
の
戦
は
楚
莊
玉
笠
剛
紫

I
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エ
ン

公
を
破
っ
た
も
の
で
あ
り
、
郡
陵
（
河
南
郡
陵
縣
、
前
五
七
五
）
の
役
は
需
閥
公
を
撃
破
し
た
所
で
あ
っ
て
、
い
づ
れ
も

中
原
の
覇
者
さ
南
方
の
弧
楚
琶
の
争
覇
の
戦
で
あ
っ
た
。

之
等
の
鮎
か
ら
考
察
す
る
ざ
春
秋
時
代
の
妓
亜
要
な
る
政
治
的
特
色
の
一
は
中
原
の
諸
侯
が
覇
者
を
中
心
ざ
し
て
相
互

に
結
合
同
盟
し
て
南
方
荊
楚
の
侵
略
に
楢
る
こ
さ
で
あ
っ
て
刑
新
存
立
の
主
因
は
殆
ざ
之
に
梁
っ
て
ゐ
仁
も
の
ご
見
て
よ

い
。
妓
も
瑚
者
に
對
す
る
見
解
も
自
か
ら
そ
の
立
場
に
依
っ
て
異
な
る
課
で
あ
る
。
芥
秋
左
傳
や
史
記
そ
の
他
の
支
那
古

史
に
述
ぷ
る
が
如
く
砺
新
の
主
査
が
夷
狄
の
使
入
を
防
ぐ
ご
共
に
諾
夏
族
の
傅
統
仁
る
間
制
の
、
復
維
持
に
あ
っ
化
も
の

ざ
す
る
ざ
南
方
の
楚
・
呉
・
越
な
ざ
の
如
き
荊
鐡
族
を
以
て
此
の
中
に
数
ふ
く
苔
も
の
で
は
な
く
、
之
は
他
ま
で
も
中
原

の
漢
族
諸
侯
の
雄
長
に
限
る
《
べ
き
が
安
髄
で
あ
る
。
併
し
な
が
ら
麻
秋
の
瑚
者
笹
以
て
唯
躍
に
漢
族
文
化
の
防
謹
新
に
限

ら
ず
単
に
蛮
力
の
蚊
も
術
は
っ
た
も
の
に
過
ぎ
な
い
芭
考
ふ
れ
ば
之
に
雌
も
通
術
す
る
も
の
は
北
方
の
齊
・
群
諦
閣
よ
り

も
む
し
ろ
諸
夏
の
全
勢
力
に
枯
抗
し
て
之
等
を
唾
倒
せ
る
南
方
の
楚
図
を
先
“
つ
節
一
に
雛
げ
ね
ば
な
ら
な
い
。

次
に
戦
國
時
代
に
な
っ
て
は
六
図
（
齊
。
燕
・
楚
・
韓
・
魏
・
趙
）
が
南
北
（
從
）
の
勢
力
を
合
せ
て
四
の
弧
秦
に
糊
ら

ん
さ
す
る
訓
ゆ
る
六
剛
の
合
從
紫
琶
、
開
東
の
六
剛
を
列
ね
て
秦
に
肺
向
せ
し
め
ん
ざ
す
る
弧
秦
の
連
術
漿
（
東
Ⅶ
連
結

策
）
ざ
が
發
生
し
だ
が
、
非
秋
時
代
に
南
方
に
擁
れ
る
荊
楚
は
怜
も
戦
閲
時
代
の
両
方
の
弧
秦
ご
」
殆
ざ
岡
一
の
形
勢
に
立

○
○
０
Ｏ

ち
、
全
く
澗
力
で
列
國
剛
の
椛
価
（
園
］
胃
〕
８
．
冷
弔
。
。
日
の
）
を
砂
っ
て
ゐ
に
か
ら
、
戦
國
時
代
の
合
從
迩
価
（
述
枇
）
は

○
０

０
Ｏ

春
秋
時
代
に
は
全
く
そ
の
逆
の
令
術
（
樅
）
述
從
の
形
勢
が
南
方
荊
楚
と
北
方
諦
夏
の
謙
侯
ご
」
の
間
に
成
立
し
て
ゐ
に
。

擁
一
両
す
れ
ば
北
方
諸
夏
の
諦
侯
は
樅
に
同
脱
し
て
南
の
荊
楚
に
術
る
か
（
令
機
）
或
は
彼
等
一
同
は
袖
を
列
ね
て
南
方
の

支
那
古
代
史
の
一
籾
崇
一
川
七

FJ
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１
日
仏

、

支
那
古
代
史
の
一
籾
察
一
川
八

楚
國
に
屈
伏
す
る
か
（
連
從
）
の
い
づ
れ
か
一
つ
の
外
交
政
策
（
從
横
策
）
が
事
蛮
上
行
は
れ
て
ゐ
に
も
の
で
あ
る
。

斯
様
に
春
秋
時
代
に
は
北
方
中
原
の
漢
族
ざ
南
方
孤
楚
を
中
心
ざ
す
る
荊
溌
族
こ
の
二
大
勢
力
が
對
立
抗
争
し
て
ゐ
た

も
の
で
あ
る
が
、
之
が
次
の
戦
剛
の
世
に
な
る
ご
北
方
諸
夏
の
諸
侯
の
間
に
は
次
第
に
併
呑
攻
略
が
行
は
れ
吃
楚
を
除
く

十
一
団
が
六
図
（
齊
・
燕
・
秦
。
及
び
三
晋
）
さ
な
り
、
之
に
楚
を
加
え
て
七
剛
對
抗
の
形
勢
が
成
立
し
た
。
一
方
南
方

の
楚
で
は
臭
・
越
の
分
立
そ
の
他
内
乱
等
に
因
て
著
し
く
前
代
か
ら
の
勢
力
を
殺
が
れ
だ
の
に
反
し
、
北
方
の
六
國
諾
侯

は
他
図
の
併
呑
等
に
依
て
却
て
春
秋
時
代
よ
り
も
領
土
は
増
大
し
、
國
力
は
膨
脹
し
て
、
殆
ざ
南
方
弧
楚
さ
叩
乙
な
き
ま

を
看
過
す
る
こ
声
一
は
出
來
な
い
。

で
に
そ
の
武
力
が
發
展
し
仁
。
．
此
に
於
て
春
秋
時
代
に
は
断
然
弧
朧
を
誇
っ
て
北
方
諸
夏
の
諸
侯
を
座
辿
し
た
荊
楚
は
却

て
新
に
両
方
に
岬
起
し
た
新
進
の
弧
秦
に
曲
て
そ
の
位
置
を
奪
は
れ
て
他
の
關
東
の
五
國
（
齊
・
燕
、
三
晋
）
ご
同
列
の

位
世
に
稗
落
し
、
之
等
の
五
國
さ
協
力
し
て
、
西
方
の
弧
秦
に
横
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
や
う
に
な
っ
た
。

併
し
な
が
ら
斯
か
る
形
勢
の
鍵
動
が
起
っ
た
爲
め
に
支
那
は
戦
図
時
代
に
な
る
ざ
南
方
荊
溌
族
ご
北
方
漢
族
ざ
が
前
代

よ
り
も
勝
一
暦
緊
密
な
接
燗
交
渉
の
道
が
開
か
れ
て
、
次
第
に
南
北
支
那
の
融
合
同
化
が
進
行
蔀
る
ゃ
う
に
な
っ
た
事
蛮

借
又
存
秋
末
か
ら
戦
國
時
代
に
か
け
て
之
等
南
北
雨
地
の
融
合
同
化
の
一
大
素
因
ざ
し
塞
ぐ
べ
き
は
之
等
双
方
の
經
濟

生
活
の
發
展
さ
そ
の
交
渉
直
で
あ
る
。
北
方
漢
族
の
祗
會
に
於
て
は
周
初
か
ら
農
業
生
産
力
が
増
大
し
て
之
が
牧
畜
に
代

は
る
こ
ざ
に
な
る
ざ
（
此
の
愛
動
に
は
多
少
江
南
荊
鐡
族
の
影
群
も
あ
つ
に
や
う
に
恩
は
れ
る
）
貴
族
階
級
（
牧
畜
時
代

の
戦
士
や
官
僚
）
が
奴
隷
を
使
役
し
て
砿
大
な
る
土
地
を
開
墾
し
て
大
丞
生
産
の
愛
を
學
げ
、
此
に
土
地
私
有
の
封
建
制

I



度
が
生
れ
貴
族
政
臘
が
生
じ
た
が
、
一
方
繊
器
の
使
用
や
潅
漉
法
の
發
逹
進
歩
に
件
ふ
て
農
業
生
産
は
益
淀
増
大
し
、
之

に
應
じ
て
手
工
業
の
發
逹
を
も
促
し
愛
産
物
ざ
手
工
製
品
ざ
の
交
換
が
行
は
れ
る
こ
こ
に
な
つ
だ
。
此
の
勢
が
時
代
の
進

む
に
つ
れ
て
次
蛎
に
發
展
し
て
商
業
經
濟
が
勃
興
し
遂
に
は
都
市
の
發
逹
を
促
進
す
る
こ
き
に
な
っ
た
。
而
し
て
か
ｋ
る

状
勢
の
進
展
に
件
ふ
て
自
給
自
足
の
封
建
的
生
康
關
係
は
破
壊
せ
ら
れ
て
物
姿
の
供
給
を
商
業
都
市
に
仰
が
ね
ば
な
ら
ぬ

仙
向
を
生
じ
、
商
民
の
勢
力
が
次
第
に
増
大
し
農
村
人
口
が
都
市
に
流
入
し
て
大
都
市
が
綾
交
各
地
に
發
逹
す
る
や
う
に

な
っ
た
。
此
の
商
業
都
市
の
發
逹
ご
商
民
勢
力
の
蛎
大
さ
は
泰
秋
末
か
ら
戦
剛
時
代
に
か
け
て
の
支
那
史
上
に
於
け
る
一

大
特
色
で
、
之
が
鰯
め
に
自
巾
民
の
勢
力
が
詳
し
く
發
逹
し
て
封
建
時
代
の
世
襲
的
階
級
制
度
の
崩
壊
を
促
す
こ
ざ
に
な

つ
に
。
価
で
封
建
黄
族
の
勢
力
が
漸
く
士
族
階
級
に
移
り
、
更
に
職
剛
末
期
か
ら
は
此
の
祗
愈
的
勢
力
は
次
第
に
庶
民
階

級
に
ま
で
移
り
ゆ
く
こ
詞
こ
に
な
っ
た
。
存
秋
末
唖
か
ら
孔
・
老
・
朱
・
墨
を
始
め
各
種
の
自
川
思
想
が
鯵
興
し
た
の
は
之

等
の
士
族
階
級
の
發
展
を
意
味
す
る
も
の
で
、
戦
剛
末
に
な
る
ざ
庶
氏
の
冊
に
も
次
第
に
教
育
智
識
が
普
及
す
る
こ
さ
に

な
っ
て
漢
族
壯
會
に
は
米
竹
有
の
思
想
混
乱
期
が
現
川
す
る
や
う
に
な
っ
た
。
諾
子
両
家
ご
呼
ば
れ
る
各
諏
の
思
想
家
は

主
さ
し
て
此
の
川
に
發
生
し
た
も
の
で
、
之
は
外
部
的
に
は
郡
族
の
混
合
川
化
に
よ
り
、
内
部
的
に
は
封
建
制
度
の
崩
壊

や
祇
會
階
級
の
愛
革
な
ざ
に
そ
の
箙
．
大
原
閃
が
あ
っ
た
も
の
、
ご
恩
は
れ
る
。

緒
一
方
南
方
荊
楚
族
の
祗
御
に
於
て
も
か
其
る
北
方
漢
族
文
化
の
影
郷
に
川
て
長
江
流
域
に
江
陵
（
鄙
）
。
廠
陵
・
呉
・

凸
ソ

デ
キ

禽
稽
等
の
大
都
市
が
価
内
各
地
に
發
逵
し
て
北
方
の
椰
祁
（
趙
）
・
大
梁
（
魏
）
・
臨
洲
（
齋
）
．
．
陽
濯
（
韓
）
な
ぎ
の
漢
族
國

家
の
大
都
市
ぐ
」
江
准
・
江
洩
等
の
航
路
水
運
を
利
川
し
て
祁
互
に
通
商
武
易
を
総
む
ゃ
う
に
な
っ
た
。

支
那
古
代
史
の
一
糎
禁
一
川
九

■
■
８
■
■
１

、

、

I
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＝

楮
、
上
に
述
べ
に
如
く
赤
秋
末
か
ら
職
剛
時
代
に
は
商
業
都
市
の
勃
興
や
商
災
の
勢
力
が
蝋
大
し
て
封
建
批
族
の
土
地

が
そ
の
手
に
兼
併
せ
ら
る
上
こ
さ
に
な
っ
た
が
、
此
の
風
潮
に
蚊
も
多
く
支
配
さ
れ
た
の
は
文
化
の
程
度
が
他
産
よ
り
も

梢
凌
商
か
つ
た
開
來
諸
阿
で
、
之
に
比
較
す
る
ご
關
阿
の
案
は
釉
糞
氣
風
素
撲
に
し
て
奮
來
の
奴
隷
や
小
農
に
よ
る
農
業

生
産
を
本
位
ざ
し
、
而
も
孝
公
以
来
兵
農
一
致
主
義
を
剛
執
し
て
武
力
を
餐
ひ
剛
禰
を
充
蛮
し
て
關
東
諦
叫
の
争
乱
ご
疲

弊
ざ
に
乘
じ
て
経
に
天
下
を
一
統
し
に
。

案
が
六
國
を
併
せ
て
中
國
を
統
一
す
る
や
彼
等
は
哲
來
の
量
族
政
治
の
弊
に
懲
り
て
中
央
政
府
に
椛
力
を
集
中
し
て
天

地
一
草
の
絶
對
王
椛
の
専
制
政
慨
を
確
立
し
、
叉
一
方
に
於
て
は
農
本
主
義
に
基
づ
き
商
災
を
抑
唾
し
て
農
災
の
破
産
流

亡
を
防
ぎ
、
戦
國
以
来
の
洲
子
横
談
の
弊
風
を
焔
め
て
思
想
の
統
一
に
も
力
を
識
し
に
。
爾
来
支
那
は
二
千
有
餘
年
Ⅲ
此

の
天
地
一
尊
の
絶
對
王
椛
の
専
制
政
治
が
行
は
れ
、
・
之
に
件
ふ
て
岡
家
公
認
の
正
統
思
想
（
案
は
法
家
・
漢
以
後
は
儒
家
）

が
確
立
す
る
や
フ
に
な
っ
た
。

斯
の
如
き
秦
始
皇
の
採
っ
た
剛
家
統
洽
の
政
策
は
全
く
前
古
未
竹
有
の
破
天
荒
な
も
の
で
後
世
儒
家
は
之
に
對
し
て
趣

支
那
古
代
史
の
一
堀
察
一
五
○

斯
の
如
く
存
秋
戦
幽
約
五
両
除
年
川
は
北
方
漢
族
が
南
方
荊
塗
族
ご
人
諏
的
に
も
文
化
的
に
も
融
合
同
化
を
遂
げ
に
時

代
で
、
支
那
文
化
の
中
核
は
概
ね
此
の
時
期
に
完
成
せ
ら
れ
仁
も
の
琶
云
ふ
も
過
言
で
は
な
い
。
さ
れ
ば
此
の
時
期
を
以

て
淡
族
祗
愈
の
節
二
期
發
展
時
代
（
南
北
民
族
融
合
時
代
）
ご
認
む
る
こ
さ
が
川
來
よ
う
。

(四）

’
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産
の
非
難
を
浴
び
せ
な
が
ら
も
雁
代
統
流
の
根
本
的
方
針
は
蛮
磁
的
に
見
て
殆
さ
之
老
鍵
史
し
得
な
い
ご
云
っ
て
よ
い
。

然
る
に
惜
哉
始
皇
の
秦
帝
剛
は
共
の
来
礎
が
充
分
問
ま
ら
ぬ
中
に
改
革
政
治
の
中
心
人
物
↑
卜
る
始
泉
が
展
し
て
後
繼
新
に

適
任
な
苔
爲
め
六
國
の
餘
族
迩
原
等
か
改
革
政
流
に
縦
ら
な
い
無
頼
の
民
衆
を
教
唆
し
て
経
に
秦
末
の
犬
飢
を
蒜
通
し
、

っ
営
墜
Ｌ
南
北
楚
（
項
調
）
瀧
（
劉
邦
）
の
手
ご
な
り
此
に
郷
ぴ
或
意
味
に
於
て
形
態
の
愛
２
に
春
秋
時
代
の
南
北
戦
争

を
現
川
す
る
こ
さ
に
な
っ
↑
卜
。
併
な
が
ら
此
の
秦
末
か
ら
漢
楚
の
紛
乱
に
一
旦
る
十
年
に
も
足
ら
な
い
（
前
三
仙
紀
絡
末
の
）

短
い
期
洲
は
南
北
泌
礼
雨
支
那
の
混
一
融
合
に
一
大
拍
耶
を
か
け
て
淡
初
武
帝
（
前
一
四
○
’
八
七
）
の
・
唖
に
至
っ
て
之
等

剛
地
雨
城
に
は
全
く
一
個
の
、
。
巨
な
結
合
に
因
る
災
族
的
國
家
が
形
成
さ
る
ｉ
こ
き
Ｌ
な
っ
た
。
瀧
武
帝
は
此
の
河
江

に
跨
か
る
漢
族
國
家
の
力
を
動
員
し
て
南
方
は
束
甑
、
閲
越
、
南
越
（
雨
脹
及
び
安
南
北
部
）
を
征
服
し
、
西
南
方
面
に

て
は
蜀
・
西
南
夷
（
哀
宇
爽
、
・
水
出
滋
、
夜
郎
胖
舸
な
ご
い
へ
る
）
川
川
、
雲
蛍
各
省
笹
平
げ
（
南
越
の
經
略
は
秦
始
皇
に

始
ま
る
）
四
方
は
兵
を
大
宛
に
ま
で
川
し
て
岡
城
三
十
六
脚
を
肺
服
せ
し
め
、
叉
北
方
は
旬
奴
を
破
っ
て
内
蒙
各
地
ぜ
・
朏

捲
し
、
東
北
は
遼
東
を
併
は
せ
北
鮮
を
も
討
伐
し
て
此
虚
に
始
め
て
淡
郡
を
設
世
し
て
牛
貼
の
漢
族
杣
民
地
を
内
地
の
郡

縣
に
準
じ
て
統
治
す
る
こ
さ
に
な
つ
ふ
卜
。
斯
か
る
武
帝
の
川
方
の
征
伐
の
動
機
は
も
ざ
戦
剛
末
か
ら
批
大
な
勢
力
に
達
し

て
峻
凌
支
那
の
北
邊
に
仏
遜
し
だ
旬
奴
族
の
懲
伐
に
端
を
發
し
↑
卜
も
の
雷
と
さ
れ
て
ゐ
る
が
、
い
●
つ
れ
に
し
て
も
そ
の
始
め

は
童
刈
流
域
の
一
小
応
域
か
ら
發
群
し
に
淡
族
が
上
來
述
一
へ
來
つ
流
や
う
に
菰
河
流
域
か
ら
江
准
、
江
淡
の
線
に
ご
次
第

に
發
展
進
川
し
て
薬
が
六
剛
を
統
一
し
仁
唖
に
は
南
は
南
越
、
北
は
洲
套
、
内
蒙
、
東
北
は
遼
束
に
ま
で
そ
の
政
流
的
勢
力

を
伸
ば
し
更
に
漢
武
帝
に
至
っ
て
朝
鮮
、
雲
蛍
か
ら
中
亜
器
地
に
ま
で
版
剛
笹
恢
げ
、
こ
Ｌ
に
殆
ざ
極
東
ア
ジ
ア
全
土
に
一
旦

支
那
古
代
史
の
一
細
察
一
五
一
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（

（
五
〉
三
隈
時
代
移
腱
。
古
代
史
上
で
は
之
が
面
一
坪
後
で
、
三
剛
塒
代
の
職
制
兵
柵
を
避
け
て
遼
束
・
北
鮮
方
而
へ
漢
族
の
大
群
が
移

比
し
た
。
此
の
勢
力
に
推
さ
れ
て
前
四
Ｍ
の
漢
族
辿
鴎
が
次
為
に
巾
・
市
鮮
各
地
に
押
州
さ
れ
る
こ
と
Ｌ
な
っ
た
。

此
の
結
果
は
韓
牛
烏
奈
土
一
卜
瀧
文
化
が
並
咄
及
し
引
い
て
岱
昨
九
州
か
ら
南
群
方
面
に
披
が
っ
て
ゐ
た
我
が
往
古
の
同
胞
翁
叩
ゅ
る
倭

人
）
の
生
祇
に
も
影
響
し
て
日
本
に
於
け
る
大
峠
文
化
の
黎
明
期
が
開
か
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
◇

満
時
南
鮮
の
三
韓
地
方
に
瀧
文
化
の
杵
及
せ
し
こ
と
は
靭
鮮
史
上
で
有
紹
な
新
羅
の
六
部
は
元
北
鮮
か
ら
南
遜
し
た
樂
浪
迩
民
の

『
阿
残
東
人
』
か
ら
成
立
し
た
な
ど
基
傅
へ
ら
れ
て
ゐ
る
黙
か
ら
考
え
て
も
州
‘
か
る
雛
に
之
は
南
鮮
の
韓
族
と
樂
浪
地
方
の
瀧
族
通

暁
と
の
融
合
同
化
の
邪
変
の
一
端
を
物
柵
る
も
の
で
あ
ら
う
。

さ
て
斯
の
如
く
大
發
展
を
遂
げ
に
瀧
族
大
帝
剛
も
内
部
の
噛
敗
。
祇
弊
（
外
戚
・
宣
官
の
政
椛
争
韮
や
樅
門
豪
家
の
土

地
・
奴
郷
の
兼
併
に
よ
る
農
民
の
流
亡
ご
歳
入
の
激
減
）
等
に
Ⅲ
て
瀕
死
の
状
態
に
陥
り
、
王
非
の
改
坤
紫
も
徒
に
筌
理

空
論
に
雌
し
て
そ
の
効
な
く
、
遂
に
前
淡
水
の
大
動
飢
壷
こ
な
り
、
南
陽
の
匪
賊
群
中
か
ら
川
沈
劉
秀
の
統
一
ざ
な
っ
て
、

後
漢
一
青
年
の
祗
羅
が
確
立
し
た
。
光
武
（
劉
秀
）
の
新
政
も
職
飢
後
の
恥
皿
族
象
家
の
没
落
減
少
に
よ
る
自
然
的
調
節
を

利
用
し
て
椛
凹
余
族
の
土
地
や
奴
郷
の
兼
併
の
弊
風
を
幾
分
綏
和
整
調
す
る
ご
共
に
賑
仙
や
減
税
に
依
て
幾
分
農
民
の
負

推
を
岬
減
し
て
そ
れ
に
自
力
史
生
の
機
禽
産
與
ふ
る
ご
い
ふ
岨
る
微
洲
糊
塗
的
の
改
革
に
過
ぎ
な
か
つ
鳴
さ
れ
ざ
光
武

は
之
に
依
て
辛
じ
て
前
潅
水
の
祇
弱
を
救
ひ
後
洩
前
期
約
百
餘
年
の
画
威
を
維
持
す
る
ご
共
に
西
域
方
而
に
も
國
力
を
伸

ば
し
て
印
度
や
中
亜
各
地
さ
の
接
柵
交
渉
を
確
保
し
、
経
に
佛
教
文
化
の
東
漸
を
促
進
し
↑
卜
。
併
な
が
ら
此
の
帝
剛
も
亦

そ
の
後
半
期
に
這
入
る
母
」
永
年
の
太
平
に
洲
れ
一
門
外
叩
方
而
か
ら
奎
侈
禁
怠
の
弊
風
が
助
長
せ
ら
れ
、
前
漢
末
期
Ｅ
同
じ

や
う
に
営
廷
生
活
の
薪
濫
や
外
戚
宙
宵
の
政
椛
手
恋
に
次
ぐ
に
浦
（
狢
節
の
士
）
燭
（
直
官
）
祁
派
の
蹴
争
が
紛
起
綾
川

し
て
遂
に
政
治
の
腐
敗
、
こ
祗
禽
の
不
安
ざ
に
乗
じ
て
蛍
巾
教
匪
の
蜂
起
を
促
す
や
う
に
な
っ
た
。
然
る
に
之
が
討
伐
に
従

支
那
古
代
史
の
一
鯉
察
・
一
丘
三

１
Ｊ

I



I

支
那
古
代
史
の
一
槻
祭

事
す
る
地
方
長
宵
（
州
牧
及
郡
守
）
に
弧
大
な
る
兵
馬
財
政
の
樅
を
催
し
に
か
ら
、
共
の
鰯
め
中
央
集
樅
制
が
崩
れ
て
樅

力
が
地
方
に
移
り
、
幸
に
し
て
怖
の
澁
巾
匪
飢
を
鋲
定
す
る
こ
さ
は
川
來
仁
が
、
之
が
筋
め
に
群
雄
制
擴
の
形
勢
を
誘
致

し
て
後
淡
の
天
下
は
之
等
群
雄
の
對
立
抗
争
の
舞
台
ざ
化
し
て
、
経
に
爵
〆
段
昌
自
の
中
心
た
る
後
洩
帝
剛
は
脆
く
も

土
崩
瓦
解
の
一
跡
を
辿
っ
て
亡
ん
で
し
ま
っ
た
。

併
な
が
ら
此
の
前
後
洩
約
川
面
餘
年
の
間
に
、
瀧
民
族
は
未
紳
有
の
大
帝
側
を
建
設
し
て
人
種
的
に
も
思
想
的
に
も
刑

０
○
０
０
０

０
Ｏ
Ｃ
０
０

園
の
多
数
の
異
民
族
ざ
一
大
混
合
同
化
を
經
験
し
、
先
案
時
代
の
民
族
的
剛
家
か
ら
一
蹄
し
て
仙
界
的
閲
家
に
ま
で
發
展

し
た
る
が
爲
に
彼
等
の
就
命
は
前
代
に
比
較
し
て
著
し
く
複
雑
多
岐
な
る
進
化
發
展
を
途
ぐ
る
こ
、
逗
艮
な
っ
た
。
先
づ
祗

含
的
方
面
に
於
て
は
封
建
制
度
時
代
の
祉
襲
的
階
級
制
が
完
全
に
亡
ん
で
新
に
之
に
代
っ
て
椎
Ⅲ
豪
族
が
土
地
安
本
や
跨

伽
表
本
（
奴
郷
）
を
兼
併
獅
占
す
る
こ
ざ
氏
な
り
、
そ
れ
に
件
ふ
て
之
等
の
階
級
の
勢
力
が
漸
く
政
治
上
に
反
映
し
て
後

に
は
官
僚
は
そ
の
代
瀞
若
代
理
蒋
に
過
ぎ
な
い
や
う
に
な
っ
た
（
王
恭
の
改
球
矢
敗
は
此
の
》
階
級
の
反
對
に
辿
っ
た
爲
め

で
あ
り
、
光
武
の
革
命
の
成
功
は
之
等
の
階
級
を
懐
柔
し
た
が
鰯
め
で
あ
る
、
己
い
ふ
も
の
も
あ
る
）
。

次
に
思
想
の
方
面
を
顧
る
に
、
春
秋
末
か
ら
戦
剛
時
代
に
か
け
て
未
竹
布
の
發
展
を
遂
げ
、
孔
老
楊
鵬
を
始
め
諾
子
両

家
に
脚
て
起
さ
れ
た
漢
族
の
阿
民
思
想
勃
興
の
趨
勢
は
秦
火
や
楚
洩
の
兵
側
に
曲
て
蕩
然
ざ
し
て
之
等
が
一
時
地
を
桃
ふ

や
う
に
な
り
、
漢
初
に
一
時
文
塾
復
興
、
古
普
復
原
の
運
動
も
起
っ
た
が
漢
武
帝
が
儒
學
を
以
て
宙
吏
を
取
り
《
之
を
以

て
剛
民
思
想
を
統
一
す
る
に
及
ん
で
、
爾
後
儒
學
が
渦
り
柴
へ
て
光
秦
諾
子
の
學
は
僻
い
か
な
没
落
の
一
路
を
辿
る
や
う

に
な
っ
た
。
斯
く
て
儒
學
は
六
經
に
各
自
専
門
の
博
士
が
川
來
て
そ
の
學
統
を
繼
承
し
た
が
彼
等
は
徒
に
門
戸
を
立
て
典

’

’
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排
他
を
事
こ
し
、
加
之
徒
に
末
節
に
走
り
、
經
典
の
訓
話
注
稗
に
の
み
波
弧
し
て
自
山
思
想
の
發
展
進
歩
を
阻
害
し
た
か

ら
、
儒
教
の
思
想
そ
の
も
の
さ
へ
も
沈
滞
極
化
し
て
蜜
質
的
に
は
前
代
よ
り
も
退
歩
の
槻
が
あ
っ
た
。
併
し
な
が
ら
漢
武

が
儒
教
を
以
て
國
民
の
政
治
文
教
の
基
準
さ
し
て
か
ら
政
治
的
に
は
士
族
階
級
の
官
僚
政
治
が
勃
興
し
、
祗
御
的
に
は
儒

教
の
倫
理
道
徳
が
漢
族
の
思
想
。
行
矯
を
拘
束
支
配
す
る
や
う
に
な
っ
た
。
斯
く
し
て
之
は
一
面
に
於
て
は
漢
族
文
化
の

一
大
特
色
ざ
し
て
其
の
大
帝
國
の
結
合
の
連
鎖
ご
な
っ
て
ゐ
に
ご
共
に
、
又
他
方
に
於
て
は
漢
族
の
自
巾
思
想
の
發
逹
を

阻
害
し
就
會
生
活
の
進
展
を
拘
束
し
た
軸
も
紗
少
で
は
な
か
っ
た
。

以
上
は
儒
教
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
更
に
此
の
時
期
に
は
民
族
生
活
の
充
蛮
に
件
ふ
て
國
民
的
宗
教
の
發
生
を
促
す
こ

さ
に
な
っ
た
。
そ
れ
は
從
來
か
ら
祗
禽
の
一
部
に
行
は
れ
に
仙
迩
（
不
老
長
生
）
さ
鬼
道
（
巫
帆
・
禁
厭
）
祁
道
（
祭
天

・
占
星
）
な
ぎ
を
雑
繰
せ
る
混
成
宗
Ⅲ
ａ
旨
角
昌
の
目
）
の
五
斗
米
迩
（
天
師
道
）
若
く
は
太
平
道
な
ど
稲
す
る
も
の
Ｌ

發
生
で
あ
る
（
子
吉
・
宮
崇
。
張
陵
。
張
術
。
張
榔
・
張
角
・
張
修
な
ぎ
は
そ
の
蚊
有
力
な
主
侶
宣
傅
者
）
・
之
が
後
に

老
蔽
思
想
を
背
景
さ
し
て
南
北
朝
時
代
に
は
途
に
逝
教
に
ま
で
發
展
し
た
。

之
と
共
に
瀧
代
に
は
そ
の
前
期
の
唾
か
ら
醜
に
中
亜
や
印
度
・
波
斯
方
面
ざ
の
交
通
が
開
け
て
ゐ
た
が
、
前
後
胴
漢
の

交
期
に
糊
り
、
西
北
印
度
や
吐
火
雑
方
面
に
擦
っ
て
ゐ
た
大
川
氏
王
剛
な
ざ
か
ら
佛
教
が
輸
入
せ
ら
れ
、
そ
れ
が
次
第
に

淡
族
の
信
仰
生
活
に
喰
込
む
こ
さ
に
な
つ
に
。
佛
教
は
其
の
始
め
、
、
王
こ
し
て
支
那
に
於
け
る
西
域
諦
胡
を
教
化
す
る
目

的
で
そ
の
本
圃
か
ら
宣
教
師
が
派
辿
さ
れ
仁
も
の
Ｌ
や
う
で
あ
る
が
、
之
等
の
薪
が
支
那
の
祗
禽
生
活
に
馴
れ
る
に
件
ふ

て
次
節
に
不
老
長
生
の
方
術
を
説
け
る
術
時
の
逝
家
に
似
冒
し
て
淡
族
の
川
に
布
教
今
笹
開
始
し
、
経
に
楚
王
英
（
後
洩
光

支
那
古
代
史
の
一
加
楽
一
五
五

Ｉ
Ｉ
Ｊ
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、

、

諾
夏
の
故
郷
（
醤
支
那
、
黄
河
流
域
）
を
逐
は
れ
て
江
南
（
新
支
那
）
に
移
り
、
共
虚
で
新
雁
吸
收
同
化
せ
る
四
方
文

化
（
南
北
海
陸
上
よ
り
す
る
）
に
因
て
一
層
国
民
の
生
活
内
容
を
充
蛮
豊
宙
に
し
て
や
が
て
中
世
凌
界
の
一
大
特
色
た
る

宗
教
文
化
の
紬
燗
期
を
現
川
す
る
こ
さ
に
な
る
の
で
あ
る
。

以
上
、
余
輩
の
支
那
古
代
史
概
槻
を
要
約
表
示
す
る
ご
大
総
下
の
如
く
に
な
る
。

支
那
古
代
史
の
一
槻
察
一
五
六

武
帝
の
庶
子
）
や
坑
帝
な
ざ
の
信
仰
を
腓
し
、
洩
末
か
ら
三
剛
時
代
に
な
る
ご
安
仙
商
・
安
玄
・
支
誠
・
支
識
・
康
价
會

。
座
孟
鮮
・
竺
佛
朔
な
ど
の
商
僻
碍
學
が
安
息
・
川
氏
。
康
殿
・
天
竺
な
ぎ
か
ら
綾
糞
渡
来
し
て
姑
臓
・
長
安
・
洛
陽
。

臨
准
・
彰
城
・
庚
陵
な
ざ
の
南
北
大
都
市
に
布
教
立
傳
し
た
る
結
果
、
途
に
罐
．
融
の
造
立
浮
岡
（
彰
城
附
近
）
や
南
陽
の

張
少
安
や
南
海
の
子
鶏
な
ざ
の
課
經
勧
進
の
畢
な
ざ
も
行
は
れ
に
。

註
雅
融
の
郭
は
後
漢
許
附
誰
仰
・
災
志
。
別
癖
傅
を
参
照
す
べ
く
、
張
少
安
・
子
熱
等
の
事
は
梁
沙
門
僻
怖
・
川
三
職
記
典
巻
七
参
照

佛
者
の
仲
に
よ
る
と
三
閥
時
代
に
は
堆
融
の
外
に
央
王
孫
椛
・
孫
峨
な
ど
も
佛
孜
に
政
宗
し
た
こ
と
に
な
っ
て
ゐ
る
・

以
上
之
を
要
約
す
ら
に
、
案
よ
り
前
後
漢
に
亘
る
約
川
両
餘
年
間
は
漢
民
族
の
第
三
次
の
發
展
期
ざ
し
て
政
治
的
に
は

前
古
末
曾
有
の
大
版
岡
の
上
に
爾
後
二
千
有
餘
年
閲
打
つ
ど
い
拒
絶
對
王
樅
の
専
制
的
官
僚
政
治
を
完
成
し
、
文
化
的
に

は
始
め
て
印
度
・
波
斯
・
中
央
ア
ジ
ア
の
文
化
を
接
鯛
交
渉
し
て
、
支
那
文
化
の
内
容
に
新
な
る
西
方
要
素
を
吹
巷
込
ん

だ
極
め
て
重
要
な
る
時
代
で
あ
っ
た
。

次
に
來
る
第
四
期
の
六
朝
時
代
に
下
が
る
ざ
そ
の
態
勢
は
更
に
一
大
鍵
化
を
來
し
、
政
治
的
に
は
節
三
期
時
代
の
漢
族

大
帝
國
（
国
自
‐
君
島
〉
國
擁
盟
昌
。
”
且
．
罵
目
冒
己
が
異
族
の
大
畢
佳
入
に
依
て
土
崩
瓦
解
を
起
し
、
そ
の
鰯
め
に
漢
族

I

’

〆
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，
一
夏
。
商
。
問
時
代
（
漢
民
族
結
成
時
代
）

一
三
案
。
雨
漢
時
代
（
間
園
民
族
併
合
時
代
）
Ⅱ
漢
族
の
泄
界
帝
図
成
立
時
代

支
那
古
代
史
Ｘ

（
大
通
剛
二
○
二
春
秋
・
戦
國
時
代
（
河
江
雨
民
族
融
合
同
化
時
代
）
Ⅱ
民
族
國
家
成
立
時
代

○
○
年
Ｉ
後
二
Ｘ

二
○
年
）

く

（
右
は
某
地
の
誰
智
會
の
原
稲
に
し
て
元
よ
り
尊
門
學
潜
の
参
考
に
菱
す
べ
き
も
の
で
は
な
い
が
難
助
の
感
あ
っ
て
此

に

禍
ノ子

、
0

－ノ

支
那
古
代
史
の
一
楓
察

1

曲
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昭
和
十
三
年
十
月
末
日
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